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一
守
平
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・
清
貫
母
の
こ
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己

ムコ

井

源

衛

一

 
本
朝
皇
胤
紹
壷
皿
に
は
、
業
平
の
子
と
し
て
、
次
ぎ
の
四
望
を
挙
げ
て
い

る
。 

 
棟
梁
 
従
五
位
上
、
左
兵
衛
佐
・
筑
前
守
、
昌
泰
元
卒
。

 
 
師
尚
 
従
四
位
上
、
右
少
将
・
但
馬
権
守
、
備
前
守
、
為
高
階
茂
範
子
、
・

 
 
 
 
母
斎
宮
悟
子
内
親
王

 
 
滋
春
 
号
在
次
君
、
大
和
物
語
作
者
、
母
斎
宮
悟
子
 
 
，

 
 
女
子
 
大
納
言
清
貫
母

 
ま
ず
棟
梁
に
つ
い
て
は
、
私
は
既
に
拙
稿
「
羅
馬
に
つ
い
て
」
 
（
『
王
朝
文

学
の
研
究
」
所
収
）
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
和
物
語
二
七

・
二
八
・
五
〇
段
に
見
え
る
「
戒
仙
」
な
る
僧
は
、
貫
之
集
に
見
え
る
「
か
い

せ
ん
」
の
記
事
と
照
し
合
わ
せ
て
、
棟
梁
の
子
で
あ
り
、
棟
梁
は
大
和
物
語
に

よ
れ
ば
、
当
時
「
兵
衛
佐
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
貫
之
や
友
則
ら
と
親
交
が
あ

っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
り
、
そ
の
論
は
幸
い
に
し
て
、
以
後
学
界
で

は
公
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 
棟
梁
の
官
歴
は
、
古
今
集
目
録
に
よ
れ
ば
、
「
業
平
一
男
」
で
、
貞
観
十
一
噛

年
（
八
六
九
）
三
月
東
宮
舎
人
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
二
月
蔵
人
、
八
中
略
）

仁
和
元
年
（
八
八
五
）
四
月
雅
楽
頭
、
同
二
年
六
月
左
兵
衛
佐
、
寛
平
八
年

 
（
八
九
六
）
正
月
左
衛
門
佐
、
同
九
年
七
月
叙
従
五
位
上
、
同
十
年
（
昌
泰

元
）
二
月
筑
前
守
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
卒
で
あ
り
、
．
右
の
「
兵
衛
佐
」
の

通
称
は
、
晩
年
八
八
五
年
以
後
満
十
年
に
及
ん
だ
左
兵
衛
佐
の
官
職
に
由
来
す

・
る
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
三
代
実
録
に
依
れ
ば
、
仁
和
元
年
正
月
二
十
二
日
に
は
噛
「
左
兵
衛
大

尉
正
六
位
上
在
原
朝
臣
棟
梁
」
が
従
五
位
下
層
授
け
ら
れ
、
同
年
四
月
二
十
七

日
条
に
は
、
 
「
散
位
従
五
位
下
」
で
新
し
く
雅
楽
頭
に
任
ぜ
ら
れ
隅
翌
二
年
二

月
十
六
日
に
は
鷹
狩
の
勅
使
と
し
て
備
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
同
年
六
月
十
三
日

に
左
兵
衛
佐
と
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

 
古
今
集
目
録
と
三
代
実
録
と
は
、
雅
楽
頭
や
左
兵
衛
佐
に
そ
れ
ぞ
れ
任
じ
ら

れ
た
時
期
が
合
致
し
て
い
る
の
で
、
古
今
集
目
録
の
記
事
の
信
頼
性
は
高
い
と

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
棟
梁
の
出
生
が
何
時
か
は
、
記
録
に
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
一
つ
の
問
題
は
、
従
五
位
下
叙
位
と
蔵
人
任
命
の
時
期
と
で
あ

る
。
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在
原
業
平
の
弟
と
子
供
た
ち
 
一
守
平
・
棟
梁
・
清
貫
母
の
こ
と
！



 
ま
ず
、
父
の
業
平
と
そ
の
兄
弟
た
ち
の
三
五
輩
下
叙
任
の
年
齢
を
見
て
見
よ

う
。 

業
平
が
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
の
は
、
嘉
祥
二
年
正
月
七
日
（
続
日
本
紀
）
、

二
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
尤
も
三
十
六
人
歌
仙
伝
で
は
翌
年
の
こ
と
と
す
る

が
、
そ
れ
は
誤
で
あ
ろ
う
。
行
平
は
承
和
八
年
（
八
四
一
）
十
一
月
二
十
日
に

従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
が
、
時
に
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
業
平
の
兄
弟
の
他
の

二
人
、
仲
平
と
守
平
に
つ
「
い
て
は
、
そ
の
生
年
が
不
明
な
の
で
、
今
は
い
ち
お

う
別
と
し
て
お
く
。

 
業
平
の
子
の
棟
梁
略
、
父
や
伯
父
と
同
じ
く
、
二
十
五
歳
で
従
五
位
に
叙
さ

れ
た
か
、
と
い
う
疑
い
が
当
然
起
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
具
合
が
悪

い
よ
う
だ
。

 
と
い
う
の
は
、
棟
梁
が
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
の
は
前
記
の
よ
う
に
仁
和
元

年
（
八
八
五
）
で
あ
り
、
も
し
こ
の
と
き
、
二
十
五
歳
と
す
る
ど
、
そ
の
誕
生

は
八
六
一
年
（
貞
観
三
）
と
な
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
八
六
九
年
（
貞
観

十
一
）
に
東
宮
舎
人
と
な
っ
た
と
き
、
わ
ず
か
に
九
歳
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
東
宮
舎
人
は
、
令
制
に
よ
れ
ば
、
舎
人
監
に
属
し
、
六
百
人
を
定
員
と

し
た
。
古
く
柿
本
人
麿
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
．
い
る
。

和
泉
式
部
日
記
冒
頭
に
は
「
故
宮
（
為
尊
親
王
）
に
さ
ぶ
ら
ひ
し
小
舎
人
童
」

が
姿
を
見
せ
、
こ
れ
は
難
問
使
い
の
童
の
称
で
あ
る
。
し
か
し
、
官
歴
を
い
う

の
に
、
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
も
の
を
指
b
て
、
い
る
は
ず
も
な
く
、
や
は
り
令
に

い
う
と
こ
ろ
の
成
年
の
東
宮
職
の
属
僚
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
元
服

後
任
官
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
、
元
服
を
か
り
に
十
九
歳
、
こ
の
貞
観
十
一

年
（
八
六
九
）
三
月
の
東
宮
舎
人
補
任
を
そ
の
翌
年
と
す
れ
ば
、
誕
生
は
八
五

〇
年
（
嘉
祥
元
）
で
あ
り
、
四
十
九
歳
で
死
去
し
た
こ
と
に
な
る
。
途
申
の
官

歴
で
い
え
ば
、
蔵
人
就
任
八
八
四
年
が
三
十
五
歳
、
雅
楽
頭
が
三
十
六
歳
、
左

兵
三
佐
が
八
八
六
年
三
十
七
歳
か
ら
八
九
八
年
四
十
九
歳
の
卒
年
ま
で
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
 
『
皇
胤
紹
運
録
」
に
よ
れ
ば
、
棟
梁
の
子
に
は
元
方
と
娘
某

と
が
あ
る
。
元
方
は
生
卒
直
不
明
だ
が
、
八
九
三
年
以
前
成
立
と
い
う
是
貞
親

王
家
歌
合
や
寛
平
御
十
八
宮
歌
合
、
き
ら
に
延
喜
五
年
の
平
貞
文
歌
合
な
ど
の

作
者
で
あ
り
、
古
今
集
の
巻
頭
歌
の
作
者
と
し
て
も
名
高
い
。
お
そ
ら
く
八
九

三
年
こ
ろ
に
は
少
く
と
も
二
十
歳
に
は
達
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
誕
生

は
八
七
四
年
（
貞
観
十
六
）
以
前
と
思
わ
れ
、
八
五
〇
年
ご
ろ
に
生
れ
た
父
棟

梁
の
二
十
五
歳
以
前
の
子
と
い
ヶ
こ
と
に
な
る
。

 
ま
た
棟
梁
の
娘
は
、
基
経
の
兄
の
国
経
に
嫁
し
て
、
滋
幹
を
生
み
、
そ
の
後

時
平
の
妻
と
な
っ
て
敦
忠
（
九
〇
六
～
九
四
三
）
を
生
ん
だ
こ
と
は
有
名
で
あ

る
。 

敦
忠
の
母
に
つ
い
て
は
、
一
説
に
は
本
曇
親
王
の
女
監
子
と
も
伝
え
る
が
、

こ
れ
は
誤
で
あ
る
。
本
朝
文
粋
十
四
に
「
在
原
氏
為
亡
息
員
外
納
言
四
十
九
日

三
二
調
文
」
が
あ
り
、
天
慶
六
年
（
九
五
二
）
四
月
二
十
六
日
、
棟
梁
女
が
故

敦
忠
の
為
に
四
十
九
日
の
法
要
を
営
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の
課
調
文
中

「
人
皆
短
命
ヲ
以
テ
歎
キ
ト
為
ス
。
我
独
リ
長
寿
ヲ
以
テ
憂
ト
為
ス
」
と
嘆
い
．

て
い
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

 
歯
黒
の
誕
生
が
何
時
ご
ろ
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
棟
梁
女
は
第
二
子
の
敦

忠
を
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
に
生
ん
で
お
り
、
彼
女
が
時
平
の
手
に
盗
み
出
さ

れ
た
の
が
、
そ
の
右
大
臣
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
、

延
喜
初
年
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
昔
物
語
集
二
十
二
「
時
平
ノ
大

臣
、
取
二
国
経
大
納
言
妻
一
語
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
件
の
Z
き
周
経
は
「
年
八

十
二
及
ビ
、
北
ノ
方
ハ
僅
二
時
ニ
十
二
余
ル
程
ニ
テ
色
メ
キ
タ
ル
合
点
テ
ナ
ム

（22）



有
ケ
レ
バ
」
と
あ
る
。
国
運
は
延
喜
八
年
八
十
一
歳
で
死
ん
で
い
る
か
ら
、
も

し
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
、
こ
の
盗
み
出
し
の
一
件
は
延
喜
七
、
八
年
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
敦
忠
の
生
れ
た
後
と
な
っ
て
、
史
実
に
矛
盾
す
る
。
も
と
よ
り
説
話

者
流
の
ほ
ら
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
．
『
今
昔
物
語
集
』
が
ハ
こ
の
一
件
の
と
き
、
棟
梁
女
が
な
お
二
十

代
の
美
女
だ
っ
た
と
い
う
点
は
、
そ
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

か
り
に
、
そ
の
後
延
喜
六
年
敦
忠
を
生
ん
だ
棟
梁
女
の
年
齢
を
三
十
歳
と
仮
定

す
れ
ば
、
彼
女
の
出
生
は
八
七
七
年
（
元
慶
七
）
で
、
時
に
父
棟
梁
は
二
十
八

歳
で
あ
る
。
棟
梁
女
は
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
前
後
二
十
歳
ご
ろ
に
、
七
十
歳

に
近
い
国
経
に
嫁
し
、
や
が
て
滋
幹
を
生
ん
だ
が
、
延
喜
初
年
、
そ
の
幼
児
の

こ
ろ
、
，
夫
と
子
と
を
棄
て
て
時
平
の
室
と
な
り
、
延
喜
六
年
に
は
敦
忠
を
生

み
、
天
慶
六
年
、
七
十
六
歳
ご
ろ
敦
忠
に
先
立
た
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
他
に
矛
盾
を
来
さ
ぬ
か
ぎ
り
は
、
い
ち
お

う
の
目
安
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
さ
て
棟
梁
の
母
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
如
く
、
棟
梁
の
誕
生
は
嘉
祥
三

年
（
八
五
〇
）
ご
ろ
と
「
推
定
で
き
る
が
、
業
平
が
棟
梁
の
母
と
結
婚
し
た
の

は
、
お
お
む
ね
そ
の
前
年
嘉
祥
二
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
と
こ
ろ
で
業
平
の
妻
と
し
て
は
、
紀
有
常
の
娘
が
い
る
。
こ
れ
は
、
古
今
集

十
五
、
恋
五
に
、
 
「
業
平
朝
臣
｝
紀
有
常
が
娘
に
住
み
け
る
を
」
云
々
と
い
う

詞
書
の
下
に
、
贈
答
歌
が
見
え
て
お
り
、
伊
勢
物
語
十
六
段
に
は
、
長
年
つ
れ

添
っ
た
有
給
の
妻
が
出
家
す
る
際
に
、
友
人
の
業
平
が
、
衣
服
を
贈
っ
た
話
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、
二
人
が
婿
と
勇
の
仲
で
あ
る
こ
と
が
、
．
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
尊
卑
分
脈
も
、
雷
干
の
女
子
に
「
業
平
朝
臣
室
」
と
注
し
て
い

る
。

在
原
業
平
の
弟
と
子
供
た
ち
 
1
守
平
・
棟
梁
・
清
三
三
の
こ
と
一

 
と
こ
ろ
で
、
紀
有
常
は
、
三
代
実
録
に
よ
れ
ば
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
正

月
に
六
十
三
歳
で
卒
し
て
お
り
、
逆
算
し
て
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
生
れ
で

あ
る
。
嘉
祥
三
年
棟
梁
が
生
れ
た
と
す
れ
ば
、
時
に
有
常
は
三
十
六
歳
ほ
ど

で
、
は
た
し
て
こ
の
年
彼
が
孫
の
棟
梁
の
顔
を
み
ら
れ
た
か
ど
う
か
。
生
理
的

に
い
え
ば
、
た
と
え
ば
有
常
が
元
服
早
々
十
八
歳
で
結
婚
し
、
翌
八
三
三
年
に

娘
が
生
ま
れ
、
そ
の
娘
が
十
七
歳
で
業
平
と
結
婚
し
て
、
翌
八
五
〇
年
に
棟
梁

が
生
れ
た
、
と
い
う
計
算
は
十
分
に
成
立
つ
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
棟
梁
の
官
歴
を
、
試
み
に
そ
の
父
業
平
か
、
行
平
、
在
原
喜
渕
（
業

平
の
い
と
こ
、
高
岳
親
王
の
息
）
、
有
常
ら
と
比
較
対
照
し
て
み
よ
う
。
洋
数

字
は
補
任
又
は
叙
位
の
際
の
年
齢
で
あ
る
。

．H'

従
五
位
上

々
兵
衛
佐

雅
楽
三

従
五
位
下

蔵
 
 
人

38

38

29

41

41

37

39

29

39

3636
@
 
2
5
！
4
i

凋  
 
'

37 1 61

35

23

23

妻恋
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豊強

 
こ
れ
で
み
る
と
、
棟
梁
の
官
位
は
青
年
時
代
こ
そ
父
の
業
平
や
伯
父
行
平
に

及
ば
ぬ
も
の
の
、
申
年
以
後
は
、
行
平
に
は
格
段
に
劣
る
が
、
父
業
平
や
善
渕

'
と
は
ほ
ぼ
対
等
で
、
有
常
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
。
雷
干
が
六
十
一
歳
の
老
齢
で

就
任
し
た
雅
楽
頭
に
、
彼
は
三
十
六
歳
で
任
じ
ら
れ
た
一
事
で
も
、
そ
れ
は
明

（23）



ら
か
だ
。
．
棟
梁
は
業
平
の
長
男
に
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
を
得
た
も
の
で
、
有
為
の

婿
と
し
て
恥
ず
か
し
い
も
の
で
は
な
い
。
紀
貫
之
や
友
則
ら
と
親
交
が
あ
っ
た

の
も
そ
の
た
め
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
が
従
五
位
上
止
り
だ
っ
た
の
は
、
四

十
九
歳
と
い
う
若
さ
で
死
去
し
た
こ
と
に
も
因
る
の
で
あ
ろ
う
。
．

 
棟
梁
は
、
有
常
の
娘
の
所
生
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

二

 
紹
運
録
に
掲
げ
る
次
の
師
尚
お
よ
び
滋
春
に
つ
い
て
は
、
前
記
拙
著
の
申
に

概
略
を
述
べ
た
。
ま
た
そ
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
先
人
の
説
を
出
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
こ
に
新
し
く
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
を
用
意
し
な
い
。

 
問
題
と
し
た
い
の
は
、
末
尾
の
、
大
納
言
清
貫
の
母
な
る
人
物
で
あ
る
。

 
こ
の
女
性
に
関
し
て
は
、
尊
卑
分
脈
湿
田
武
智
麿
系
に
次
の
如
き
系
図
を
示

し
て
い
る
。継

縄
｛
乙
叡
島
∵
則
-
万
緒

、
こ
の
貞
碩
に
は
「
正
五
下
、
左
馬
頭
、
 
 
 
 
母
従
四
三
久
須
褒
女
従
翼

下
元
子
」
と
注
が
あ
り
、
保
則
に
は
「
兵
部
・
式
部
等
丞
・
大
弐
、
右
大
弁
、

民
部
卿
、
参
議
、
母
左
中
弁
安
部
弟
富
里
、
寛
平
七
四
二
十
一
亮
七
十
一
」
．
と

あ
り
、
清
貫
に
は
「
正
三
中
将
、
民
部
卿
、
大
納
言
参
木
、
母
羊
雲
聖
業
善

女
、
延
長
一
貫
意
解
塞
之
時
、
為
雷
神
被
貫
主
」
と
あ
り
、
ま
た
傍
ら
に

「
二
本
云
保
則
子
也
云
々
」
と
あ
る
。
ま
た
国
史
大
系
本
の
頭
注
に
も
「
恐
当
レ
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ

ー
清
貫

 
 
左
兵
佐
、

拠
二
訳
本
及
略
記
補
任
系
線
作
一
レ
左
」
と
し
て
、

  

@保

･
「
蕪
、

と
い
う
系
図
を
示
し
て
い
る
。

 
こ
の
注
の
い
う
通
り
、
公
卿
補
任
延
喜
十
年
の
清
貫
の
尻
付
に
は

 
 
参
議
従
四
位
上
保
則
朝
臣
四
男
。
母
右
申
将
従
四
位
上
在
原
業
平
朝
臣
女

と
あ
る
。
清
貫
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
昌
泰
三
年
暮
か
ら
四
年
（
延
喜
元

年
）
に
か
け
て
、
菅
原
道
真
左
遷
の
騒
寒
の
中
に
蔵
人
を
勤
め
、
時
平
の
腹
心

と
し
て
、
道
真
失
脚
に
一
役
買
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
0
善
導
三
位
大
納
言
、

民
部
卿
に
達
し
た
が
、
・
延
長
八
年
六
月
、
清
涼
殿
で
落
雷
の
た
め
六
十
四
歳
で

死
去
、
世
に
天
神
の
下
り
と
さ
れ
た
こ
と
も
大
鏡
な
ど
に
見
え
て
有
名
だ
。
逆

算
す
れ
ば
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
の
誕
生
で
あ
る
。
（
蜘
錯
』
佐
礪
牒
罷
諏
頭
趨
浩
浩
誕
）

 
こ
の
八
六
七
年
に
は
業
平
は
四
十
三
歳
で
あ
る
。
業
平
女
が
保
則
と
結
婚
し

た
の
は
、
た
ぶ
ん
そ
の
前
年
以
前
で
あ
り
、
も
し
彼
女
が
二
十
歳
ご
ろ
保
則
に

．
-
嫁
し
、
そ
の
翌
年
二
十
一
歳
で
清
貫
を
生
ん
だ
と
す
れ
ば
、
彼
女
の
誕
生
は
八

四
七
年
（
承
和
十
四
）
以
前
で
あ
る
軌
時
に
業
平
は
二
十
三
歳
以
前
。

 
こ
の
清
貫
を
生
ん
だ
業
平
の
娘
の
母
親
が
、
ど
の
よ
う
な
女
性
で
あ
っ
た
か

は
、
い
っ
こ
う
分
む
な
い
。
し
か
し
、
少
く
と
も
有
常
の
娘
で
は
な
い
。
有
常

は
八
四
七
年
に
三
十
三
歳
で
あ
り
、
ど
う
み
て
も
孫
の
顔
を
見
る
に
は
若
過
ぎ

る
の
で
あ
る
。

 
承
和
九
年
、
業
平
十
八
歳
の
時
、
承
和
の
変
が
起
り
、
父
阿
保
親
王
が
密
告

者
の
役
割
を
つ
と
め
た
後
、
三
か
月
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、
あ
っ
け
な
く
死
去
し

た
こ
と
は
、
業
平
の
生
涯
に
重
大
な
影
を
落
し
て
い
る
と
想
像
で
き
る
。
こ
の

事
に
つ
い
て
は
、
、
以
前
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
幽
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
こ
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と
に
し
た
い
。

 
年
若
い
業
平
は
、
そ
の
前
後
に
元
服
を
済
ま
せ
て
承
和
十
二
年
に
は
二
十
一

歳
で
は
じ
め
て
左
近
将
監
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
清
貫
の
母
親
と
結
婚
し

た
の
は
た
ぶ
ん
こ
の
頃
で
、
や
が
て
翌
々
十
四
年
上
貫
が
生
れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
年
正
月
に
、
業
平
は
蔵
人
に
補
さ
れ
た
。
蔵
人
頭
は
伴
善
男
で
あ
り
、
業

平
は
才
気
縦
横
の
善
男
に
啓
発
さ
れ
る
こ
と
も
少
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た

そ
れ
と
共
に
、
結
婚
と
そ
れ
に
続
い
て
若
い
父
親
と
な
っ
た
喜
び
に
、
．
承
和
の

変
の
苦
痛
…
も
や
や
癒
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
業
平
の
長
女
が
結
婚
し
た
藤
原
保
則
に
つ
い
て
も
、
い
さ

さ
か
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
公
卿
補
任
寛
平
四
年
の
尻
付
に
よ
れ
ば
、

彼
は
中
納
言
乙
叡
の
孫
で
、
左
兵
十
王
正
四
位
下
貞
雄
の
男
で
あ
る
。
斉
衡
二

年
治
部
少
丞
を
皮
切
り
と
し
て
、
民
部
・
兵
部
・
式
部
の
属
僚
、
右
衛
門
甘
甘

や
左
大
弁
の
京
官
、
ま
た
備
前
・
出
羽
・
播
磨
ゼ
讃
岐
・
伊
与
・
太
宰
府
等
の

地
方
官
を
歴
任
、
寛
平
四
年
に
公
卿
に
列
し
、
従
四
位
上
民
部
卿
に
至
り
、
、
寛

平
七
年
（
八
九
五
）
に
卒
し
た
。
享
年
七
十
，
一
。
三
善
清
行
の
著
「
藤
原
保
則

伝
」
は
、
貞
観
年
間
以
降
の
主
と
し
て
地
方
官
時
代
の
彼
の
事
蹟
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
模
範
的
な
律
令
官
人
と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ

る
。 

保
則
の
経
歴
の
う
ち
、
位
階
昇
進
の
跡
を
見
る
と
、

 
 
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
従
五
位
下
、
四
十
二
歳
，

 
 
同
十
三
年
（
八
七
一
）
従
五
位
上
、
四
十
七
歳

 
 
元
慶
二
年
．
（
八
七
八
）
正
五
位
下
、
五
十
四
歳

 
 
同
 
六
年
（
八
八
二
）
従
四
位
下
、
五
十
八
歳

 
 
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
従
四
位
上
、
六
十
三
歳

在
原
業
平
の
弟
と
子
供
た
ち
 
-
守
平
・
棟
梁
・
清
貫
母
の
こ
と
一

と
な
る
。
そ
の
昇
進
の
遅
さ
は
、
前
節
に
掲
げ
た
棟
梁
・
業
平
・
善
渕
・
有
常

ら
よ
り
も
い
っ
そ
う
甚
し
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
前
表
に
は
省
い
た
正
五
位

下
以
上
の
叙
位
年
齢
を
表
に
す
れ
ば
こ
う
な
る
。

㌶
儲
τ
五
位
工
従
四
位
王
従
四
位
上

業
平

行
平

善
 
渕

有
 
常

保
 
則

45

49

53

36

38

45

45

@
 
姫

53

58

61

54

58

63

 
ま
た
、
保
則
は
、
公
卿
補
任
尻
付
の
官
歴
で
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
斉
衡
二
年

の
治
部
少
丞
補
任
以
来
、
前
記
の
よ
う
に
、
治
部
・
民
部
・
兵
部
・
式
部
各
省

の
大
小
丞
を
勤
め
、
京
に
在
っ
た
が
、
貞
観
八
年
正
月
に
初
め
て
従
五
位
上
に

叙
さ
れ
る
と
と
も
に
備
中
権
介
ど
な
っ
て
、
地
方
に
赴
任
し
、
以
後
十
年
貞
観

十
八
年
正
月
右
衛
門
権
佐
に
補
さ
れ
て
帰
京
し
た
。

 
保
則
が
業
平
の
娘
と
結
婚
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ば
貞
観
八
年
地
方
官
と
し

て
備
申
に
赴
任
す
る
の
を
機
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
時
に
保
則
は

四
十
二
歳
で
あ
る
。
発
令
は
正
丹
十
三
日
だ
が
、
赴
任
そ
の
も
の
は
半
年
後
ぐ

ら
い
に
な
る
こ
と
も
多
ぐ
、
こ
の
間
に
二
人
の
結
婚
が
成
立
し
た
も
の
か
。
こ

れ
は
前
述
の
清
貫
母
の
推
定
年
齢
に
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
・

 
も
ち
ろ
ん
四
十
二
歳
の
保
則
に
と
っ
て
業
平
女
は
は
じ
め
て
の
妻
だ
っ
た
は

ず
は
な
い
。
保
則
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
従
五
位
下
、
右
申
弁
だ
っ
た
万
緒
と
一
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い
う
子
も
あ
っ
た
。
そ
の
母
は
誰
か
分
ら
な
い
が
、
当
時
の
こ
と
だ
か
ら
、
ほ

か
に
女
性
関
係
は
い
く
ら
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

 
『
藤
原
保
則
伝
」
に
よ
れ
ば
、
彼
は
単
に
良
吏
と
い
う
だ
け
の
人
で
は
な
い

ら
し
い
。
．
備
中
国
守
だ
っ
た
こ
ろ
、
部
下
で
官
物
を
着
服
す
る
者
が
出
る
と
、

彼
は
そ
れ
を
間
所
に
呼
び
、
二
人
き
り
と
な
っ
て
、
や
さ
し
く
戒
め
、
家
族
を

抱
え
生
活
に
窮
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
と
、
自
分
の
俸
給
を
割
い
て
与
え
た

と
も
い
い
、
為
に
吏
民
こ
と
ご
と
く
彼
を
親
の
よ
う
に
畏
愛
し
た
。
彼
が
任
期

を
満
た
し
て
帰
京
す
る
際
に
は
、
人
々
が
泣
き
叫
び
な
が
ら
見
送
り
、
道
が
塞

が
？
た
と
も
い
う
。

 
保
則
は
、
そ
の
家
格
と
し
て
は
、
業
平
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
卑
い
出
自
で

あ
る
が
、
同
年
齢
の
友
人
と
し
て
、
業
平
も
彼
に
は
一
目
お
く
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
、
あ
え
て
娘
を
中
年
の
彼
に
縁
づ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

 
業
平
の
兄
弟
に
関
し
て
は
、
問
題
の
多
い
三
人
の
ほ
か
、
仲
平
・
行
平
・
業

平
・
守
平
の
出
生
順
と
そ
の
年
齢
の
問
題
が
あ
る
。
才
人
に
つ
い
て
は
別
稿
に

お
い
て
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で
あ
り
、
守
平
を
除
く
三
焦
に
つ
い
て
は
、
今
日

ほ
ぼ
こ
の
順
の
出
生
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
仲
平
以
外
の
二
人
は
、
年
齢
も
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
守
平
の
み
は
、
そ
の
兄
弟
の
順
位
も
お
よ
そ
の
年

齢
も
定
か
で
な
い
。
以
下
、
こ
の
守
平
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

 
は
じ
め
に
、
国
史
に
見
え
る
そ
の
官
歴
を
示
す
。

 
1
は
在
原
守
平
の
略
号
で
あ
る
。

 
〔
文
徳
実
録
、
天
安
元
年
（
八
五
七
）
正
月
七
日
〕

 
 
 
正
六
位
上
在
原
守
平
を
従
五
位
下
に
叙
す
る
。

 
〔
同
天
安
二
年
（
八
五
八
）
四
月
二
日
〕

 
 
 
従
五
位
下
i
を
大
膳
太
夫
に
任
ず
る
。

 
〔
三
代
実
録
、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
十
一
月
十
六
日
〕

 
 
 
大
膳
太
夫
」
を
従
五
位
上
に
叙
す
る
。

 
〔
同
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
二
月
十
一
日
〕

 
 
 
従
五
位
上
大
膳
太
夫
i
を
右
衛
門
権
佐
と
す
る
。

 
〔
同
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
正
月
七
日
〕

 
 
 
右
衛
門
権
佐
一
を
正
五
位
下
に
叙
す
る
。
「

 
〔
同
、
十
四
年
（
八
七
二
〉
二
月
二
十
九
日
〕

 
 
 
散
位
正
五
翼
下
一
を
民
部
大
輔
と
す
る
。

 
〔
同
、
十
六
年
（
八
七
四
）
正
月
十
五
日
〕

 
 
 
従
四
位
下
、
相
模
守
一
を
信
濃
守
と
す
る
。

 
〔
同
、
十
九
年
（
八
七
七
）
正
月
三
日
〕

 
 
 
従
四
位
下
信
濃
守
一
を
従
四
位
上
に
叙
す
る
。

 
〔
同
、
一
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
二
月
五
日
〕

 
 
 
従
四
位
左
京
太
夫
一
に
右
馬
寮
を
監
護
さ
せ
る
。

 
こ
れ
に
よ
り
、
守
平
の
天
安
元
年
か
ら
元
慶
八
年
に
至
る
ほ
ぼ
三
十
年
間
に

わ
た
る
官
位
の
大
要
は
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
位
階
に
つ
い
て

は
、
従
五
位
下
・
従
五
位
上
・
正
五
下
下
・
従
四
位
上
に
そ
れ
ぞ
れ
話
せ
ら
れ

た
年
時
、
さ
ら
に
月
日
ま
で
も
明
ら
か
で
あ
る
け
れ
ど
、
正
五
位
上
と
従
四
位

下
に
叙
せ
ら
れ
た
年
時
は
洩
れ
て
い
る
。
 
 
 
 
、

 
こ
れ
は
、
右
に
よ
っ
て
、
貞
観
十
四
年
三
月
以
降
同
十
六
年
正
月
以
前
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
叙
位
は
正
月
に
行
わ
れ
る
の
，

が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
貞
観
十
五
年
正
月
に
正
五
位
鷺
に
、
翌
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十
六
年
正
月
に
従
四
位
下
に
そ
れ
ぞ
れ
醒
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
三
代
実
録
貞
観
十
五
年
正
月
七
日
中
条

に
《
新
春
叙
位
の
記
事
が
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
左
大
臣
源
融
、
右
大
臣
藤
原
基

経
、
お
よ
び
菅
原
正
善
を
正
四
位
下
に
叙
す
る
記
事
の
み
あ
り
、
以
下
に
は
、

コ
云
々
、
光
九
人
ト
と
そ
の
他
は
省
略
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
守
平
の
正

五
位
上
叙
位
も
、
こ
の
折
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
ま
た
翌
十
六
年
正
月
六
日
の
叙
位
の
記
事
も
、
や
は
ヴ
同
様
で
、
大
江
音
人

を
従
三
位
に
、
藤
原
仲
統
と
乗
口
王
と
を
正
四
位
に
叙
す
る
こ
と
の
み
記
さ

れ
、
以
下
は
コ
ム
々
」
と
あ
る
。
こ
の
「
云
々
」
も
、
お
そ
ら
く
は
前
年
同
様

の
他
は
省
略
の
意
味
で
は
あ
る
ま
い
か
。
通
常
正
月
の
叙
位
に
は
、
高
位
よ
り

従
五
位
下
に
至
る
ま
で
、
三
・
四
十
名
に
達
す
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
雷
名

内
外
の
者
の
み
新
春
恒
例
の
叙
位
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
申

に
、
今
年
も
守
平
は
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
と
す
る
と
、
守
平
の
叙
位
を
年
代
的
に
西
暦
で
整
理
す
る
と
こ
う
な
る
。

（
）
は
推
定
に
よ
る
。

 
 
従
五
位
下

 
 
従
五
位
上

 
 
正
五
高
下

 
 
正
五
島
上

 
 
従
四
位
下

 
 
従
四
位
上

 
と
こ
ろ
で
、

・
青
年
時
代
、

お
り
、

八
五
七
年

八
六
〇
年

八
六
八
年

（
八
七
三
年
）

（
八
七
四
年
）

八
七
七
年

 
 
 
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
守
平
の
兄
の
業
平
と
行
平
と
が
そ
の

 
 
官
途
に
上
っ
た
当
初
は
、
ほ
と
ん
ど
同
様
の
昇
進
の
跡
を
示
し
て

三
年
に
至
っ
て
両
者
が
大
差
を
生
ず
る
の
は
、
行
平
が
勤
直
な
吏
官
で

在
原
業
平
の
弟
と
子
供
た
ち
 
一
守
平
・
棟
梁
・
清
貫
母
の
ζ
と
一

あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
業
平
の
素
行
に
は
問
題
が
多
か
っ
た
事
に
よ
る
と
さ
れ

，
て
い
る
。
中
年
以
降
は
と
も
か
く
も
、
青
年
期
に
は
、
朝
廷
と
し
て
は
兄
弟
に

差
を
つ
け
る
意
は
な
か
っ
た
と
見
え
る
。

 
こ
の
点
は
守
平
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
行
平
は
父
阿
保
親
王
が
太
宰
府
配
流

中
に
生
れ
て
い
る
か
ら
、
母
は
伊
都
内
親
王
で
は
あ
る
ま
い
。
守
平
の
母
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

 
以
下
ハ
守
平
の
位
階
昇
進
を
、
年
齢
的
に
推
定
b
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

 
私
は
拙
著
『
在
原
業
平
』
に
お
い
て
、
仲
平
を
行
平
の
四
歳
年
上
の
兄
と
し

た
が
、
そ
の
際
、
彼
の
出
生
年
時
を
推
定
す
る
方
法
と
し
て
、
か
り
に
八
三
八

年
に
お
け
る
彼
の
従
五
位
下
叙
位
の
と
き
、
業
平
と
同
じ
く
二
十
五
歳
（
行
平

は
二
十
四
歳
）
と
仮
定
し
て
、
'
八
一
四
年
生
れ
と
推
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
推
定
は
、
．
仲
平
の
天

長
十
年
（
八
三
三
）
の
正
六
位

上
叙
位
以
下
の
官
歴
に
年
齢
的

に
何
の
差
し
つ
か
え
も
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
方
法
を
守
平
に
あ
て
は

「
め
た
ら
ど
う
な
る
か
。
そ
の
結

果
を
、
行
平
・
業
平
お
よ
び
い

と
こ
の
在
原
善
渕
（
高
岳
親
王

の
子
）
と
と
も
に
図
式
化
し
て

示
そ
ヶ
。
洋
数
字
は
年
齢
。

（
）
は
推
定
。

善
渕

守
平

業
平

行
平

35（
2
5
）

2524

壽娩
従五位 下

41（
2
8
）

3829上同

45（
3
6
）

4536下正五位

（
4
1
）

（
3
7
）

上同

49（
4
2
）

4938屈従四位

53（
4
5
）

5345上同

（27）



 
こ
う
し
て
み
る
と
、
守
平
の
位
階
昇
進
の
歩
度
は
、
ほ
ぼ
行
平
の
そ
れ
に
近

く
、
中
年
以
後
は
業
平
や
良
渕
よ
り
も
む
し
ろ
上
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
兄
た
ち

と
同
様
に
二
十
五
歳
で
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
と
推
定
し
て
も
、
他
に
差
し
支

え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
守
平
は
業
平
の
八
歳
年
少
の
弟
と

し
て
、
八
三
三
年
（
天
長
十
）
ご
ろ
に
生
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
時
に
父
阿
保
親
王
は
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
な
お
残
っ
て
い
る
。
例
の
、
元
慶
四
年
（
八
八
○
）
五

月
二
十
八
日
、
業
平
卒
に
つ
い
て
の
、
三
代
実
録
σ
伝
に
は
、
文
中
、
業
平
出

生
の
翌
、
天
長
三
年
（
八
二
六
）
に
、
阿
保
親
王
が
上
表
し
て
我
が
子
た
ち
に

も
、
高
岳
親
王
の
子
女
の
先
例
と
同
様
の
賜
姓
を
願
い
出
た
の
で
、
著
し
て

「
仲
平
・
行
平
・
守
平
等
」
に
在
原
の
姓
を
賜
っ
た
、
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

守
平
が
あ
る
い
は
こ
の
天
長
三
年
に
は
既
に
生
れ
て
い
た
の
で
は
、
と
の
懸
念

も
生
じ
よ
う
。
し
か
し
、
「
守
平
」
の
文
字
は
、
詔
勅
の
文
言
に
出
る
も
の
で
、

し
か
も
、
 
「
詔
二
仲
平
・
行
平
・
守
平
等
一
賜
二
三
在
原
朝
臣
一
」
と
至
っ
て
簡
単

な
も
の
で
あ
り
、
親
王
の
上
表
文
に
は
「
臣
之
子
息
」
と
あ
る
だ
け
だ
。

 
そ
も
そ
も
、
六
国
史
自
体
が
史
料
を
整
理
し
た
編
纂
物
で
あ
り
、
特
に
麗
卒

伝
記
に
は
、
官
人
死
去
当
時
の
材
料
の
み
で
な
く
、
そ
の
後
に
起
っ
た
事
件
や

後
日
談
も
合
せ
て
書
き
添
え
る
場
合
が
あ
る
。
、
一
般
事
件
で
も
た
と
え
ば
橘
落

勢
は
承
和
九
年
の
事
変
に
連
累
、
配
流
の
恐
気
遠
江
国
で
死
ん
だ
が
、
そ
の
後

数
年
嘉
祥
三
年
五
月
十
五
日
に
、
そ
の
罪
を
許
し
、
本
郷
に
帰
弄
す
る
こ
と
を

許
す
言
書
が
下
っ
た
。
当
日
の
続
日
本
評
点
に
は
、
こ
の
事
を
記
す
と
共
に
、

合
せ
て
、
そ
れ
ま
で
遠
江
に
あ
っ
て
尼
と
な
り
、
父
の
墓
を
守
っ
て
い
た
彼
の

娘
が
、
こ
の
詔
に
依
っ
て
、
父
の
屍
を
背
負
っ
て
京
に
戻
っ
た
の
で
、
世
人
鳳

，
こ
れ
を
孝
女
と
し
て
讃
え
た
と
、
後
の
事
ま
で
付
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
業
平
の
卒
伝
に
し
ろ
、
元
慶
四
年
五
月
に
彼
が
死
ん
だ
あ
と
、
三
代
実
録
が

編
纂
撰
上
さ
れ
た
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
ま
で
の
間
に
成
っ
た
わ
け
で
、
よ
り

正
確
に
い
え
ば
、
宇
多
天
皇
の
編
纂
撰
上
の
勅
命
を
受
け
た
寛
平
四
年
（
八
九

二
）
か
ら
十
年
間
に
ま
と
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

 
業
平
兄
弟
に
在
原
賜
姓
の
勅
許
が
出
た
の
も
、
事
実
は
必
ず
し
も
卒
伝
の
い

う
通
力
、
「
仲
平
・
行
平
・
守
平
」
三
人
一
度
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

第
一
、
も
し
、
こ
れ
が
詔
の
原
文
に
忠
実
だ
と
す
れ
ば
、
 
「
業
平
」
の
文
字
が

落
ち
て
い
る
の
も
お
か
し
い
。
こ
れ
は
、
業
平
の
卒
伝
中
の
記
事
だ
か
ら
、
記

す
ま
で
も
な
い
こ
と
と
し
て
、
国
史
編
纂
者
が
省
い
た
も
の
に
違
い
な
い
。
同

様
に
、
も
と
は
、
仲
平
・
行
平
・
業
平
に
一
度
に
賜
姓
の
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら

に
数
年
経
て
、
守
平
誕
生
後
に
再
び
彼
に
賜
姓
の
勅
許
が
出
た
の
を
、
国
史
編

纂
者
が
、
業
平
信
号
の
中
に
一
度
に
ま
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
を
以
て
、
守
平
が
天
長
三
年
す
で
に
生
れ
て
い
た
証
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

 
な
お
、
守
平
の
母
は
、
こ
う
し
て
官
歴
位
階
の
昇
進
に
業
平
と
差
の
な
い
こ

と
を
見
る
と
、
あ
る
い
は
業
平
と
同
母
か
、
と
の
疑
い
も
生
じ
よ
う
。

 
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
例
の
、
「
老
い
ぬ
れ
ば
」
「
世
の
申
に
」
の
母

子
贈
答
で
名
高
い
伊
勢
物
語
八
十
四
段
に
、
業
平
は
、
母
の
「
ひ
巴
つ
子
に
さ

へ
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
か
な
し
う
し
た
ま
ひ
け
り
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
伊
都

内
親
王
の
ひ
と
り
子
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
伊
勢
物
語
は
本

質
的
に
虚
構
性
に
富
む
文
芸
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
も
母
子
拝
診
を
増
幅
さ
せ
、

文
学
的
効
果
を
高
め
る
た
め
の
修
辞
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
わ
け
で
、
そ
れ

を
史
実
と
信
ず
べ
き
必
然
性
は
乏
し
い
。

 
か
と
い
っ
て
、
私
は
こ
こ
で
守
平
は
業
平
と
同
母
だ
と
積
極
的
に
主
張
す
る

（28）



つ
も
り
も
な
い
。
そ
の
可
能
性
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う

（29）

在
原
業
平
の
弟
と
子
供
た
ち
 
一
守
平
・
棟
梁
・
清
貫
母
の
こ
と
！


